――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜サーキュラーOsaka通信 vol.14＞
令和８年６月９日（火）配信（大阪府資源循環課）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

今回の 「サーキュラーOsaka通信」は、以下の内容をお届けします。
【１】（近畿経済産業局）広報誌「サーキュラーエコノミーの「いま」を知る― Rethink Design Journal」の創刊について
【２】（大阪府）カーボンフットプリント（CFP）活用事例集「脱炭素を“伝わる”に変える」の作成について
【３】（循環経済パートナーシップ（J4CE））2025年度活動報告および2025年度J4CE官民対話における発表事例の公開について
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【１】（近畿経済産業局）広報誌「サーキュラーエコノミーの「いま」を知る― Rethink Design Journal」の創刊について
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
近畿経済産業局では、サーキュラーエコノミー（CE）に関する現場での取組や魅力を分かりやすく伝えるため、公式noteを活用し、広報誌「サーキュラーエコノミーの「いま」を知る― Rethink Design Journal」を創刊しました！
Rethink Design Journalでは、
・過去にホームページで紹介された実践事例の担当者へのインタビュー
・近畿経済産業局が実施するCE関連施策・イベントの情報発信
などが、分かりやすく順次掲載される予定です！

◇詳しくはこちら
https://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/CircularEconomy/kouhou/rethinkdesignjournal.html
◇近畿経済産業局公式note（Rethink Design Journal記事一覧）はこちら
https://note.com/hashtag/RethinkDesignJournal
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[bookmark: _Hlk227766164]【２】（大阪府）カーボンフットプリント（CFP）活用事例集「脱炭素を“伝わる”に変える」の作成について
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大阪府では、「脱炭素に取り組んでいるが、その取組をどのように消費者に伝えればよいかわからない」「CFPに関心はあるが、具体的な活用イメージが持てない」といった事業者の声を踏まえ、自社の商品・サービスにおける脱炭素の取組を、消費者に”伝わる形”で発信するための実践的なヒントをまとめた冊子「脱炭素を“伝わる”に変える」を作成しました！
冊子では、資源循環に関連する事例として、大阪府が参画する「oHOHo CYCLE PROJECT」における衣類回収BOXでのCFP表示なども紹介されています！
なお、大阪府では府内全域でのカーボンフットプリント（CFP）表示に向け、「おおさかカーボンフットプリントプロジェクト」を実施しています。大阪府内での小売商品等へのCFP表示の展開やCFPに関する情報発信・普及啓発・理解促進の取組を実施いただける事業者を募集していますので、是非ご参加をお願いします！
※カーボンフットプリント・・・商品やサービスのライフサイクル全体の温室効果ガス排出量をCO2に換算し、商品やサービスに分かりやすく表示する仕組み

◇冊子の詳細はこちら
https://www.pref.osaka.lg.jp/o120020/eneseisaku/cfp/cfp_project.html#bosyuusaito
◇おおさかカーボンフットプリントプロジェクトへのご参加はこちらから
https://www.pref.osaka.lg.jp/o120020/eneseisaku/cfp/cfp_project_bosyu.html
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[bookmark: _Hlk212210783]
[bookmark: _Hlk231288036]【３】（循環経済パートナーシップ（J4CE））2025年度活動報告および2025年度J4CE官民対話における発表事例の公開について
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
循環経済パートナーシップ（J4CE）は、循環経済への流れが世界的に加速する中で、国内の企業を含めた幅広い関係者の循環経済への更なる理解醸成と取組の促進をめざし、官民連携を強化することを目的としています。
今回公開された資料では、J4CEの活動内容に加え、企業・団体等による循環経済に関する取組事例を確認することができます！
また、J4CEでは、循環経済に関する企業・団体等の取組事例も随時募集されています！

◇詳しくはこちら
https://j4ce.env.go.jp/news/060
◇循環経済パートナーシップ（J4CE）について
https://j4ce.env.go.jp/
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